
 
 

パネル発表：アーカイブズと災害－東日本大震災から 5 年を迎えた日本の対応－ 
 
「東日本大震災と原子力発電所事故からの文化財保全への取り組み 

～震災から五年を経過して～」  
三瓶 秀文 
福島県富岡町教育委員会 主任学芸員 
 

「日本の国立公文書館による被災公文書等への対応－被災公文書等救援チームを事例に」 
筧 雅貴 
国立公文書館 総務課 企画法規係長 

 
【要旨】 

海に囲まれた火山国である日本は、地震や津波、台風、豪雨などの自然災害の脅威にさ

らされている。記録及びアーカイブズを災害から守ること、そして災害による記録及びア

ーカイブズの被害を最小限にとどめ復旧を図ることは、日本のアーカイブズ関係者がこれ

までも取り組み、また将来にわたって取り組み続けなければならない重要な課題である。

中でも 1995 年の阪神・淡路大震災、2011 年の東日本大震災の 2 度の大震災は、アーカイブ

ズ資料に深刻な被害をもたらし、その後の災害対応に大きな影響を与えた。近年では、集

中豪雨による文書の水損という新しいタイプの被害も増えている。その結果、日本では、

未曾有の災害による地域の記憶の喪失の危機を乗り越え、未来の災害に備えるために、国、

地方公共団体、大学、市民団体、企業などのあらゆる個人・団体が、復旧技術、文書管理、

情報発信、文化の継承等のあらゆる分野で、これまでなかったような協力関係を構築する

試みが重ねられている。 
本パネルは、国、地方公共団体、研究機関の代表 3 名がパネリストとなって理論的・実

務的な見地から発表を行い、日本のアーカイブズにおける防災及び災害対応の現状を世界

のアーカイブズ関係者と共有し、国際的な連携の可能性を探ることを目的としている。発

表で取り上げるトピックスには、国立公文書館よる地方自治体と連携した被災公文書支援

の取組、日本全国にできたボランティアベースのアーカイブズ・レスキュー活動のネット

ワーク、津波の多大な被害を受けた三陸地方の震災後 5 年の歩み、震災の記憶の継承に関

する研究、東日本大震災で被災した町の地域資料継承を目的とした地方自治体と大学の連

携等が含まれる。 
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館に勤務。総務課受入管理係長などを経て、2016 年より現職。評価選別業務や歴史公文書

等の受入事務の総括業務に従事。また、国立公文書館被災公文書等救援チームの庶務も担

当。 
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